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時  報 

 

乳牛の改良増殖に新威力 

凍結精派保存用超低温機 県酪農試験場に設置 

 従来精子を対外で保存するには、精子のエネルギ

ーの消耗を防ぐため４度Ｃ前後の低温で保存が行な

われ、牛の精液で使用可能の期間は１週間内外とさ

れていました。しかし最近精液をグリセリンを加え

た卵黄緩衡液で稀酸し、これをドライアイスを用い

て（－）79度Ｃまで下げ、凍結のまま（－）80 度Ｃ

前後の条件で保存することによって、極めて長期間

精子の受精能力を低下せしめないで保存出来る新し

い技術が生まれました。即ち精液の凍結保存方法で、

この方法によれば精液の半永久保存や、精液銀行が

実際化されることになり、人工受精技術やその運営

の面にも一大革新が行なわれることになるわけです。 

 凍結精液の保存は、ドライアイスのキャビネット

（まほーびん式）を用いて、ドライアイスを補給し

ながら行なう方法が本県で現在実施されていますが、

この方式では保管本数も極く少数に制約されます。 

 そこで今回津山市大田県酪農試験場に電気式超低

温機が予算 130 万円で購入設置されました。精液保

管能力は 2,160 頭分で、これによって最優秀な種雄

牛の精液を常時保管することが出来、求めに応じて

精液を払下げまたは配布することが出来るようにな

るわけです。この凍結精液利用によって考えられる

ことは、種雄牛の効率的利用が図られる、即ち現在

の段階では多量の精液が十分に利用されないで廃棄

されていますが、これからは長期保存ができるため

精液の損耗が極端にまで防止でき、優良種雄牛の精

液が高度に利用出来ることになるわけです。 

 次に特定の伝染病が発生したとき、繁殖業務を中

止しなくても保存中の凍結精液が利用出来る、即ち

牛の流行性感冒が発生したときなどもこの利用によ

って、繁殖を行ないうるわけであります。 

 また季節的に種雄牛の最も能力の良い時に、精液

の活力など性状の良好なものを採取保存して、常時

利用がはかられるなど多くの利点があります。 

 この器械の凍結精液保存の超低温槽は空水冷式で、

性能は冷媒としてフレオン（Ｒ－22Ｒ－13）を使用

し、槽内温度を－80 度Ｃまで冷却でき、槽内の容量

は 130Ｌで、電気容量は 200Ｖ、15Ａです。 

 現在のこの超低温機よって、凍結精液の試験及び

実用化を図っているのは、大学試験場関係など、未

だ数える程に過ぎません。本県において、この新鋭

―器機設置によって、家畜の改良増殖が一層促進さ

れる機構が整備されたことは、酪農振興の推進途上

まことによろこばしいことで、今後の発展成果が期

待されています。 

 

超低温槽設置状況 

１、場  所 

  津山市大田 904 岡山県酪農試験場 

２、設置年月 

  昭和 35 年９月    入荷設置 

  昭和 35 年９月 24 日試運転完了 

３、価  格 

  130 万円（低温槽のみは 110 万であるがそれに付

属の器具を含めた場合の経費） 

４、能  力（特性） 

 本低温槽は冷媒として、フレオンＲ－13 及びＲ－

22 を使用する二元冷凍方式による冷却装置で槽内温

度を－80度Ｃまで冷却する能力を持っている。 

 有効内容積  130Ｌ 

 保存精液量 2,160 本（ストロー１ＣＣ精液入） 

 電   力  200Ｖ、15Ａ 

５、利用計画 

 １、昭和 32 年本県乳牛改良のため、アメリカより

輸入したパブスト・ウォーカー・コバーク号に

ついて、季節的に能力の最高時に出来得る限り

凍結精液を確保した保存利用をはかる。 

 ２、メインセンター繁養種雄牛の能力指数の高い

優秀牛の精液を凍結保存することとし、これの

効率的利用をはかり急速な県下の乳牛の能力資

質の向上を期する。 

６、成  績 
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 現在凍結精液の保存試験中であるが、概ね成績良

好と見なされ、多少固体間の差は見受けられるが、

優秀牛の凍結精液の一般利用化が計られる見込みで

ある。 

 

終了間近い鶏の産卵能力集合検定 

―岡山県養鶏試験場より― 

 県養鶏試験場で実施されている、昭和 34年度産卵

能力集合検定（昭和 34 年 11 月１日～昭和 35 年 10

月 15 日まで 350 日間）は、その検定期間の大半を終

りました。 

 県下の出品種鶏家の方々が精魂こめて繁殖、育成

された鶏を預って、その検定を実施している試験場

では、今最後の月に入り飼養管理にベストをつくし

て成績向上に努めています。その検定成績は必ずし

も優秀とは云えませんが、８月 31 日現在（3.05 日間）

固体成績では無休産鶏５羽と、群成績では 90.23％産

卵のものが一群あるのが特筆してよいものと思いま

す。この検定は前記のとおり来る 10 月 15 日で 350

日検定を終了し 11 月 1 日からは 35 年度の検定を開

始します。 

 昭和34年度の検定中間成績は前頁の表のとおりで

す。（10・１記） 
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草地共励会で優良草地の表彰 

 去る９月 13 日午後２時から、岡山県庁で昭和 35

年度の岡山県草地共励会の褒賞授与式が、関係者を

集めて行なわれた。 

 共励会は35年６月10日から８月20日までの期間

に実施され、各地区から選抜された優良草地につい

て審査が行なわれた結果次のとおり授賞が決まり、

それぞれ賞状、賞品が贈呈された。 

 なおこの草地共励会は引続き毎年行なわれること

になっている。 

 

 

 

 

畜産冬季大学岡山市で開催予定 
 岡山県及び県畜産会では、冬の農閑期を利用して

畜産農家や畜産指導者を対象に次の計画で畜産冬季

大学を開催して、畜産知識の普及と技術の向上によ

る経営の合理化を図ることにしている。 

 受講希望者は 11月末までに、畜産関係機関（取り

まとめ機関＝農林事務所、農業改良普及所、家畜保

健衛生所、市町村、畜連、酪農協、町村農協）に希

望する講座を申込む聴講券をもらってから受講する

ことになっている。また受講者には講演要旨並びに

参考資料をとりまとめたテキスト（約 50頁前後）が

配布されるので、テキスト代として１講座当り 100

円を申込みのときに払込むことになっている。 
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１、開催日時、場所 

昭和 36 年 

  １月 26 日（木） 

    岡山市葦川会館 和牛部門 

  １月 27 日（金） 

      〃     酪農部門 

  〃 28 日（土） 

      〃     養鶏部門 

  〃 29 日（日） 

    岡山県産業会館 養豚部門 

（時刻はそれぞれ午前 10時から午後５時まで） 

２、講座課目及び講師 

（和牛）これからの和牛経営と肥育技術経営につ

いて 

  京都大学教授  上坂 彰次 

（酪農）今後の酪農は如何にあるべきか 

 農林省農技研  宮坂 悟朗 

（養鶏）集団養鶏とケージ養鶏について 

 神奈川県中央養鶏農協  彦坂 茂一 

（養豚）豚の飼育管理と養豚経営について 

 農林省九州農試  栗原 武 

 


